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(2) ごみのしょりと利用
り よ う

 

① ごみの回収
かいしゅう

 

わたしたちの家から出るごみには、どんなしゅるいがあるのでしょう

か。また、ごみの 量
りょう

はどのように変わってきているのでしょうか。 

むかしは家からごみが出るといっても、台所の生ごみやわらくず、木くず

などがほとんどで、その量も少なかったため、あなをほってうめたり、台所

からそのまま流したり、川や海にすてたりしていました。 

ところが、生活の様子が変わってきたので、家から出るごみの量も

ひじょうにふえ、しゅるいも多くなりました。これらのごみを、今ま

でのようにすてていたのでは、くさってにおいがしたり、ハエやネズ

ミがふえたりして困
こま

ります。 

そこで、役場やほけん所でもごみの回収の問題を相談するように

なりました。こうしてわたしたちの村でも、ごみの回収が昭和52年ご

ろから行われるようになりました。 

片泊地区では、家から

出たごみを「ごみすての

日」に、じょうぶなふくろ

に入れて、決められた時

間に道路わきのごみステ

ーションに出していま

す。そして、地区の話合い

で決められた係の人にお

ねがいして 焼 却
しょうきゃく

の機械
き か い

まで運んでもらっていま

す。 

②  ごみをへらすくふう 

ごみは、一般
いっぱん

ごみと資源
し げ ん

ごみに分けて集めています。 

一般ごみは、燃
も

えるごみと生ごみ、燃えないごみに分けられます。燃える 

ごみは、焼却の機械で燃やされますが、燃えないごみは地区で決められた

【ごみの回収】 
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ごみすて場に集められます。 

資源ごみは、缶
かん

・びんやペットボトル、

紙類などに分けられます。資源ごみと

は、てき切にしょりすることにより、ふ

たたび資源として活用できるごみのこと

をいいます。 

缶
かん

・びんは、子ども会で集めたり、決

められたごみすて場に自分たちですてに

いったりしています。 

また、ペットボトルや紙類なども決

められたごみすて場に集められ、たくさ

んになったら鹿児島市にあるしょりし

せつに船で運び、ふたたびわたしたちの

生活に必要なものに生まれ変わります。 

地域によってはさらに、環境保護
ほ ご

やリ

サイクルを進めるために、ごみの分別を

工夫して取り組んでいるところもあり

ます。 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

【焼却の機械】 

【缶・ペットボトル】 

【子ども会による空き缶集め】 
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三島竹島学園のうつり変わり  

年代  おもなできごと  

昭和  ５年  

 

昭和２２年  

昭和２４年  

 

昭和３１年  

昭和３２年  

 

昭和３８年  

昭和５６年  

平成  ２年  

平成  ５年  

平成１１年  

令和  ２年  

・  公立学校となる。  

 （硫黄島尋常
じんじょう

小学校竹島分校）  

・  硫黄島小学校竹島分校と名前を変える。  

・  竹島小学校として独立
どくり つ

する。  

・  三島中学校竹島分校と名前を変える。  

・  竹島中学校として独立する。  

・  鉄きんの校しゃ（今の校しゃ）ができる。 

・  毎日給食がでるようになる。  

・  校歌と校章が決まる。  

・  学校発電所あとに給食室ができる。  

・  へき地集会室ができる。  

・  特別
とくべ つ

教室棟
とう

ができる。  

・  しおかぜ留学
りゅうがく

せいどが始まる。  

・  三島竹島学園義務
ぎ む

教育学校となる。  
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